






 

研究目的 

 子宮収縮の早期発来を予知することは,現在の所,極めて困難とされている。

この問題の解明のために,我々は妊婦尿中 PGF2α代謝物を測定し,分娩経過と

の相関をみた。 

Prostaglamdin(PG)F2αは妊娠子宮に強い収縮作用をもち,かつ分娩経過に伴

い母体血,羊水,子宮相織中に増加することにより,ヒトにおける分娩現象と強

い関連を持つとされている。 


